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185.シンガポールの 21世紀型ニュータウン開発に関する研究
A Study on The 21st Century Newtown Development in Singapore 
中土E沙子七大坂谷吉行"
Asako Nakagami and Yoshiyuki Osakaya 
Singapore succeeded 10 solve housing shortage until 1990. The newest type of newtown四 d
housing which is different企omprevlous凹田 isrequested for VariOlS needs of血epeople. PUNGGOL21 
newtown project w描 pl，annedand has been田nstructedby Housing and Development Board箇由e
ιfirst c蹴 of21st田nturynewtown development based on Punggol Development臼 ide 町田 (DGP)
by Urban Redevelopment Authority 百lISStudy made foJlowing items c1ear. Those are the background 
of 21st田 nturynewtown，∞ntents田 dcharacteristics of PUNGG0121 project through 1'1凹IgOJDGP， 
differences between 21st白川町ynewtown田dprevious on白血disu田 of2151白川町ynewtown 
Keywords: -Newtown Deνelopment. Waterfront Development， Singapore 
ニュータウン開発、ウォーターフロント開発、シンガポ ル
1.研究の背景と目的
1965年にマレーシア連邦から分離・独立したシンガポ
ルーは、 2000年現志、国土面積683km'、居住人口3，263
千人である九住宅開発庁 (Housingand Development 
Boarι 以下、 HDBという)が戦略的な住宅政策に基づ
いて全土にニュークウン開発を展開し 1990年までに住
宅不足を解消した。1996年 10月に都市再開発庁(U出an
Rede'νelopment Authority、以下、URAという)とHDB
が共同提案したrpUNGGOL21-AWate出 ont百wnOf
The 21st Cen印刷2)(21世紀の新しいライフスタイル
を提案する開発ビジョン、以下、開発ビジョン報告書と
いう)を受けて、URAが 1998年7月に策定したPunggol
地区のデベロップメジトガイドプラン3l(地区単位の法
定詳細計画、以下、 DGPという)に基づいて 21世紀型
ニュータウン第I号と称される rpUNGGOL21Jの開発
が進んでおり、 2001年に一部でHDB住宅への入居が始
まった。本調究の目的は、以下の4点である。
① 1960年以降の住宅政策とニュータウン開発のレピ
ユー 等から、 21世妃型と称されるニュータウンが登場
した背景を明らかにする。
② 開発ビジョン報告書や F、nggol地区の DGPから、
F凹 GGOL21開発の特徴とPunggol地区の開発計画
の内容を明らかにする。
③ PUNGGOL 21開発と従来のニュ-9ウン開発の比
較から、両者の違いを明らかにする。
④ PUNGGOL 21に続いて、後述するように第2号以
下山がヘ構想されていることを踏まえて、 21世紀型ニ
ユ クウン開発の課題と展望を明らかにする。
*正会員松本建工株式会社側atsumotoKenko Co.，Ltd.) 
2.住宅政策ニュ-5'ウン開発の概要
(1)開発計画
現行の開発計画は、全体計画であるコンセプトプラン
(以下、CPという)と法定計画であるマスタ プラン(以
下、MPという)の2本立てであり、国家開発省(Ministry
ofNational Development、以下、 MNDという)の下ι
ある URAが策定している。 CPは全土の総合開発計画で
あり、ニュークウン開発や社会資本整備の目標、基本方
針、基本構想図等を含む。 '1991 年改訂 CP~を受けて全土
を 55地区に分け、各地区の土地利用 (Zoning)や容積
率等の規制、開発事業等を示す法定詳細計画である DGP
を導入し、 55地区のDGPの集合体をMP1998としてい
る曲。また、 URAは計画許可も担当している。
(2 )住宅政策とニュー空ウン開発
MNDの下にあるHDBが、住宅政策立案、公共住宅建
設、ニューヲウン開発、 HDB住宅の分譲(融資付き)、
賃貸及び管理を担当している。HDBは政府からの住宅閣
発融資と住宅購入者向け融資資金(担保融資)を主要財
源として事業を行い、¥赤字は政府補助金で補填される。
HDBの住宅建設5箇年計画は、 1960年の公共住宅居
住者割合が9%という状況から始まった。 1960年代前半
の第 1次計画から 1980年代前半の第5次計画までは、
建設戸数が増加していた(図ー1)。即ち、 1960年から
1985年までの住宅政策は、急激な人口増加に伴う量的住
宅不足の解消に重点在置いていた。この結果、公共住宅
居住者割合は、 1965年に 23%、1970年に 35%、1975
年に 50%、1980年に 68%、1985年に 81%と上昇し、
量的不足は概ね解消した九 1980年代後半の第6次計画
帥正会員 室蘭工業大学⑪furoranInstitute of Technology) 
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は建設戸数を減らし、本格的に質重視の政策へと転換し
た。 1996年からの第8次計画の建設戸数が第7次計画よ
りも増加した理由は、住戸の専用面積が狭い老朽住宅を
取り壊し、住戸の専用面積が広い高層住宅に建て替る「団
地リニユ アルJを始めたことによる。公共住宅居住者
割合は 1990年に 87%に達した後、HDB住宅戸数が増加
しているのに 1995年に 86%、2000年に 85%と微減し
ている九これは所得上昇に伴って、 HDB住宅より高級
な民間コンドミニアム等の購入者が増えたためである。
1990年の高密度公共住宅の割合は、全住宅の82.5%で
あり、狭い国土で増加する人口に対応するためには、住
宅の高層・高密化が有効な方法であった。住戸の専用面
積拡大から住宅の質の向上を図るためにも高層・高密化
は有効な方法であった。 2001年7月現在、国民の82%が
HDB住宅を持家としており、賃貸住宅を含めると 85%
がHDB住宅に居住している。
短期間で住宅供給とニュータウン開発に成功した要因
は、政府の優先的な資金調達、経済発展と持家奨励政策
の導入で持家事上昇、高層・高密化の大規模閲地造成、
戸検
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図 1 HDB住宅建設戸数の推移帥
土地収用法による用地取得の容易性等が挙げられる。国
家主導の住宅供給やニュータウン開発は、直接雇用の増
進や建設業等の技術田向上、国民の生活水準田向上及ひ経
務的発展にも大きく貢献してきたηω。
HDB住宅居住世帯の状況9)を見ると、経済成長に伴っ
て平均月収は、年々、増加している。平均世帯人員は、
1968年に 6.2人、 1977年に 5.2人、 1日87年に 4.4入、
1998年に3.7人と減少している。世帯構成は、核家族の
割合が 1968年から 1998年までに 70.8%から 82.8%と
増加し、拡大核家族と多世代家族が減少している。また、
単身者等の割合も 0.8%から 5.5%に増加じている。世帯
規模が縮小し、多世代家族等が減少して核家族や単身者
が増加しているにもかかわらず、住宅供給は4室型、 5
室型、書斎付き型が増加していること川から、生活水準
が向上していることが窺える。
(3 )ニュ-9ウンの立地
HDBは、住宅団地を含む27のニュータウンを開発し
ている。百aPayoh、Bishan、AngMo Kio、Yishun、
Woo占an由、 BukitPanjang等は中央水源池を囲むよう
に(環状に)配置され、 JurongEast、JurongWest. 
Clementi， Queenstown、KallangBasin、Geylangと
Bedokは都心地域から東西に広がるように配置されてい
る(図 2)。当初、これらのニュークウンは一般道路と
高速道路で都心地域と結ばれていたが、 1987年に MRT
(Mass Rapid Thansit..以下、 MRTという)が開業し、
MRTでも都心地域と結ぼれることになった。ニュータウ
ンの開発は、3<:通網整備にリンクして進行した。
(4) 21世紀型ニューヲウン白背畏
近年、都心地域のマリーナベイ周辺町埋立地を含むダ
ウンクウン地区とシンガポールリパー地区の開発でウォ
タ フロント型連続住宅や都心型複
合住宅等、従来のニユ タウンの HDB
高層住宅とは異なるタイプの住宅供給
が実現しているu)。国民が快適な時間と
空聞を享受する場とし主ウオータ フ
ロント開発が重要視されている状況 1引
を受けて、国民のより質白高い住宅ニー
ズに対応する場合、都心地域だけでは対
応できないが故に、都心地域から離れた
広大な未開発地を持つ北東海岸部まで
MRTを整備し、ウォ-9ー フロントタ
HPI N.....1M眠帥畑町 ウンを含むPUNGGOL21(2001年入居
-bistln~ 叩
図 2 ニユ 者ウンの位置図帥
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白血ill"<l針。j回 開始)を第 l号として、 SELETAR21、
SIMPANG21及ぴPASIRRIS21 (名称
のみ)といった 21世相型と称するニュ
ータウン開発が計画された。
3. PUNGGOL21の特徴とPunggol地区のDGP， ( 3) Punggol地区のDGP
( 1 ) Punggol地区の位置及び概況 1998年7月に策定された Punggol地区の DGP(全
Punggol地区は、シンガポ ル白北東地域に位置し、 55地区の DGPのうち、最後に完成)むは、詳細な土
図":'3に示すようにL東をセラング ン川、西をポンゴ 地利用計画、突通計画、容積率規制図、建築物の高さ
-}レ川、北をジヨホール水道及びセラングーン港、l 南を 規制図等が付随している。 DGPは法的拘束力を持つ
クンピネス高速道路に固まれている。海岸線を有し、川 計画であり、 1996年 10月の開発ピジョン報告書を空
で挟まれ、良好な景観を有するウォーターフロンド開 問的に具現化するものと位置付けられる。 Punggol地
発に適した土地である。 DGPは、同地区を①Punggol 区の DGPは、上記報告書の書イトルを開発ビジョン
Point、②PuriggolReviera、③Pringgol.Reverside、④ 凶としている。 Punggol地区の DGPの開発目的同は、
Punggol"East白4つのサプ・ゾーンに分割している。 以下のとおりである。
DGP策定時のPunggol地区白面積は 957haで、 64.9% ①土地利用と計画区域の範囲で1991年改訂CPの提案を
が未開発地(主に農地)である。公有水面が 28.2%を占 満たすこと。
曲、埋立事業による土地面積の増加が可能である。ま ②21世紀のモデル都市として高質住宅街を創出すること。
た、面積(水面を含む)の 97%は固有地である。 ③地域社会の結束意識を育成する環境を創出すること。
図--3 Punggol地区の計画図帥
( 2) PUNGGOL21の特徴
1996年10月にHDBとURAが共同提案した開発ピジ
ヨン報告書は、 rpUNGGOL21Jを従来のニュータウン
とは異なる 21世紀型ニュータウン第1号にすることを
意図している。建設中は PUNGGOL21だけであるが、
上記報告書に SELETAR21、SIMPANG21及び PASIR
RIS2.1 (いずれも名称白み?が挙げられ、 PUNGGOL21
の開発ビジョンに対する市民の意見を公募している同
ことから、 PUNGGOL21が第2号以下回良吉手本とな
ることを期待いると考えられる。
PUNGGOL21の特徴は、次の4つにまとめられる。
①質の高いHDB住宅、民間住宅、高級コンドミニアム
等による多様な住宅を導入する。
②MRTやLRT(Light Rapid Transit.以下、 LRTとい
う)を含む公共突通機関を導入する。
③小規模住宅団地や地域社会施設群の導入によって地域
のコミュニティ意識を育成する。
④3つの川と ConeyIsland等の地域特性を活用する。
④都市発展のための交通ネットワ クと公共変通システ
ムを計画すること。
⑤居住者のための広範囲な娯楽施設を提供すること。
⑥川及び沿岸地区内の自然特性を利用すること。
土記の開発目的を達成する基本的社戦略として、 DGP
には、以下のような開発戦略国が示されている。
①埋立によって土地面積を増加する。
1-， ②多様な住宅様式を導入する。
③地域社会活動の場となる地域社会施設群を導入する。
④MRT システムと結ぼれたLRTジステムを提供する。
⑤MRT及びLRTの駅周辺の土地利用を強化する。
⑥クラブ及びマリーナを導入する。
⑦地域公園として ConeyIslandを保護する。
⑧川沿いのプロムナ ドと住宅地を結ぷ緑道のネットワ
クを形成する。
(4) Punggol地区のDGPの内容
Punggol地区のDGPの内容舶を以下に示す。
①土地利用 l
「居住地計画」では、 85，800戸の住宅を建設し、その
大部分は高密度住宅が建設されるロ住宅者イプは、上質
デザインの HDB住宅平高級コンドミニアム及び民間住
宅をより高い割合で供給する。また、ウオークーフロン
トには、主に低密度住宅と中密度住宅を供給する。
「交通計画」では、既存PunggolRoadをより整備し、
Senkang及びHdugangとPunggolを繋寸2本の主要な
幹線道路と、 PasirRisとSeletarを繋そ新じい準高速道
路を建設する。タウンセンクーに位置する MRT北東線
Punggol駅は LRTの駅と連結し、 LRTネツドワークは
2本の環状線と 1本の支線を含み、大半の住宅から 300
-350m以内にLRT駅を配置している。
「商業施設計画Jでは、デウンセンターと商業センタ
ー及び2つのシーサイドビレッジセンターを各サプ・ゾ
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一ンに分散的に配置している。
「地域社会施設計画Jでは、学校や礼拝堂等の地域社
会施設、娯楽施設をコミュニティ活動の中心として機能
するように、いくつかの群として配置している。また、
18の小学校と 12の中学校を配置している。
「オープンスベ スと娯楽施設計画」では、 5日Ihaの
Coney Islandを北東地域の地域公園として機能させ、居
住者の休養地とする。 SerangoonJ 1、Punggol川及び本
土と ConeyIslandの聞に作られる人工の川に沿って設
けられる幅 15mのプロムナードの一部には、リパ ライ
ンパークが配置されている。さらに HDB住宅団地内に
は子供の遊び場や野外活動施設等を含む公共緑地を提供
している。それらは、公園ネットワ クを形成し、居住
者のアクセスを容易にするとしている。
②容積率
容積率は、土地利用、建築物の高さ及び地区設計に関
係するものと認識され、 140%-350%に設定している。
@建築物の高さ
建築物の高古制限は、文字どおりの高さ (m)ではな
く、場所に応じて階数を2階-20階に規定している。既
存パンガロー住宅地では2階以下と規定し、川及び海に
接する居住地は、 3階以下、 10階以下、 16階以下、 20
階以下の4段階に規定し、 ConeyIslandの居住地は場所
に応じて3階以下または4階以下に規定している。
④特別詳細規制
Punggol地区北西部に2箇所ある特別地区では、既存
パンガロ 住宅地の景観や雰囲気を保全するために2階
以下の戸建住宅とする特別詳細規制を適用している。
( 5) PUNGGOL21の進捗状況
HDBへのヒアリングから、 2001年 11月現在、住宅建
設は、主に現在建設中の MRT 北東線東側の P~nggol
EastとPunggolRiversideの一部で進行しているoHDB
は、 4室型住宅と 5室型住宅のみを供給している。海岸
部は埋立工事中であり、民間住宅、高級コンドミニアム
及びウォ ク フロント住宅の建設は始まっていない。
4. PUNGGOL21と従来由ニュー空ウンの比較
( 1 ) DGPの計画区域との関係
従来のニュ クウンは、 1971年 CPに基づいて開
発された。 1991年改訂CPを受けて各地区の DGPが
策定されたが、各 DGPの計画区域は、ニュータウン
がある場合、タウンセンターを核とする約 15万人の
居住地区になっている。一般に名称が同じで省、 URA
が策定する DGPの計画区域は、開発対象外である森
林や大規模公園等を含んでいるため、 HDBが開発す
るニュータウンの区域と一致lしない。しかし、P.unggol
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地区は、 55地区の内、唯一の例外として DGPの計画
区域と PUNGGOL21の区域が完全に一致している。
Coney Islandに整備される地域公園をニュークウン
の魅力として取lり込むために、地域公園整備と一体的
にPUNGGOL21開発が計画されたためである。
(2 )土地中J用について
PUNGGOL21とHDBが典型的ニュ タウンに挙げる
Yishunの土地利用を比較しでも、 PUNGGOL21は居住
地面積の比率に差が見られない。オープンスベ スと娯
楽施設等の合計面積の比率は、 Yishunの5.6%に対して
12.3%と高〈、商業業務の面積比率を1.6%に縮小し、ス
ポーツ・娯楽施設と公園・緑地を重視している(表 1 )。
(3 )住宅について
1978年以前に建設が始まったニュ-.;，ウンのHDB住
宅は3室型が最も多いが、 2室型も建設しでいる。 1979
年以後に建設が始まったヱュ クウンの HDB住宅は4
室型が最も多く、 3室型と5室型がほぼ同数建設されて
いる。これに対してPUNGGOL21のHDB住宅は4室型
と5室型に限定している。
従来のニュタウンの HDB住宅の大半は、内装仕上げ
が簡易な標準型である。これに対して PUNGGOL21の
HDB住宅は、標準型を 1/3にして、 1日90年代から導
入された内装仕上げのレベルを上げたプレミアムアパ
ト(Design& BuildとD田 ignPlusの2種類)を2/3
にする計画になっている。
これまでHDBが大量の公共住宅を供給してきたので
2000年の全住宅ストックの80.5%をHDB住宅が占めて
おり、民間住宅と高級コンドミニアムは 17.5%にすぎな
いロ残りはその他の 2%である。また、従来のニュクウ
ンでは、民間住宅が建設されること自体が例外的なこと
であったロ PUNGGOL21では、 HDB住宅の割合を60%
に抑え、造成後の土地在民間に譲渡し、タウンハウス等
を含む土地付き住宅等の低層民間住宅等を 30%、民間高
級コンFミニア4を10%建設する計画になっており、多
様な住宅の供給を目ざすとともに、主に民間住宅等をウ
ォ ターフロントに配置する計画になっており、従来の
ニュ クウンと明らかに異なっている。
(4 )交通について
PUNGGOL21は計画段階でLRTを導入した点が、従
来のニュータウンと異なる。現在、 BuJ品 Panjang地区
でLRTが運行されているが、当初から計画されたもので
はないロ従来のニュータウンは、 MRTが開通した 1987
年以降、多くの居住者は自宅から MRT駅まで徒歩かパ
ス等を利用しでいた。HDBへのヒアリング結果等を勘案
すれば、 PUNGGOL21で計画段階から 2003年開通の
MRT北東線 Punggol駅を起点に地区全体を網羅するよ
うにLRTを整備する意図は、「居住者が自宅からLRTで
MRT駅まで行くようにしてMRTの利用車を高め、乗用
車の利用率を抑えるこどである」と考えられる。
Punggol地区では、南側の地区境界になるクンピネス
高速道路に加えて、地区内に準高速道路の建設を予定し
ており、居住者にとって突通利便性の高い道路整備計画
は、従来のニュ 合ウン開発と類似する点である。
(5 )地域社会について
従来のニュータウンの構成は、約 120世帯でブロック
<Residential Bl田ω、プロックが4-8で数百世帯規模
の単位区 (Pr田inct)、単位区が日以上で 5，000-6，日00
世帯規模の近隣住区 (Neighborhood)、近隣住区が5-
7で1つのニュータウンになっている。各ニュークウン
の中心にはタウンセンターが存在する。各近隣住区の中
心には近隣センタ が存在する。各単位区に遊ぴ場やオ
プンスベース及び小規模商業施設が存在する。
PUNGGOL21の場合、プロックと単位区は従来と同じ
であるが、近隣住区に代えて、単位区の数を少なくした
「住宅団地区」を導入している。住宅団地区は、 1，2日D-
2，800世帯で構成され、緑地や公共施設を共有する。ま
た、学校、クラブ、公共施設、図書館、礼拝堂等の地域
社会施設を群として配置し、住宅団地区のコミュニテイ
活動の場として位置づけている。
( 6)地域性について
従来のニュークウンは、 PasirRis闘を除くと、海岸に
聞していない地域で開発され、その多くは都心地域への
アクセスの容易さを重視していた。PUNGGOL21は、都
心地域へのアクセスは同様であるが、ウォ 者一フロン
トという地域特性を活かして、住宅だけでなく、別荘や
キャンプ場、地域公園、マリンスポ ツやレジャーの施
設の整備等、余暇機会の提供も計画に採り入れている。
5 まとめ
( 1 ) 21世紀型ニュータウン開発の役割
PUNGGOL21開発を第l号とする 21世紀型と称され
るニュークウン開発に求められる役割は、 4つある。
第1の役割は、国民の住宅ニーズの多様化への対応で
ある。国民は初めて HDB住宅を購入した頃に比べて、
より質の高い E王DB住宅に移り住む機会や民間高級住宅
を購入する機会を求めるように変化している。国民に安
価で必要な広さを持つ住宅を供給する目的は、ほぽ達成
されたと言っても過言ではない同凶。 4(3)の前半で述ベ
たようにHDBはPUNGGOL21で、より買の高い(室数
だけでなく、デザインや内装も高いレベル)HDB住宅と
民間住宅宇高級コンドミニアム等を複合させた開発を進
めており、住宅ニーズの多様化へ対応している。
第2の役割は、民間との役割分担の調整である。経済
成長を通じて、民間企業がノウハウや資金を蓄積したこ
と 19)叫や国民の民間住宅へのニ ズの増加を受けて、
4(3)の後半で述べたように PUNGGOL21は全住宅の
40%に民間住宅を導入する計画である。従って、民間企
業の参入を促す施策及び公共と民間の役割分担の調整が
求められる。民聞の参入を促すには、土地の放出(借地
権付き)や土地付き住宅の最低敷地面積の緩和等が必要
である。民間に任せる部分を拡大することで、 HDBは住
宅建設に加え、既存住宅の改良や周辺環境の整備に力を
入れることができる 21)0
第3の役割は、コミュニティの形成である。シンガポ
Jレ国民の多くは、もともと村落共同体的な Kampong
(カンポン)に居住していた。 1960年代から HDB'によ
る大規模なニュークウン開発が始まり、大量に建設され
た HDB住宅に多民族を政策的に混住させたことが共同
体意識を希薄化させた。加えて世帯構成の変化や世帯規
模の縮小も等の共同体意識が希薄化させた回。こうした
状況を踏まえて、 4(5)で述べたように PUNGGOL21は、
近隣住区に代えてより小規模な住宅団地区を導入してい
るロ小規模化と地域社会施設群の導入等することでコミ
ュニティ形成を促すとともに、コミュニティ活動を活性
化することを意図している。多民族が融和し、シンガポ
リアンとして協働すZコミュニティ形成在日ざしている
と考えられ、 21世紀型ニュ クウンは、こう Lた共同体
意識の再構築という役割を担う開発形態が求められる。
第4の役割は、精神的なゆとりの提供である。 1965年
の独立後、シンガポルは人民行動党 (PAP)政権下で
強力な国家主導による経済政策で高度経済成長し、住宅
供給や社会資本整備で生活水準を向上させた。その段階
ではメリットを国民に訴え続けることで強い規制政策を
進めることができた。しかし、先進国並みの生活水準に
達した段階においても強い規制政策を続けることは困難
になってきている。国家に社会のあらゆる場面を管理さ
れた国民却の関心は、「政治」から離れ、豊かな社会実現
の中で物質的な豊かさに加えて、心のゆとりを享受でき
る空間に向いている却と考えられる。PUNGGOL21は、
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ウォ タ フロント公園や Coney.Islandの地域公園等
のウォーターフロントリゾートと近代的な住宅の複合型
開発である。従って、単なる余暇時聞の増大のためでは
なく、強い管理社会に暮らす国民に精神的なゆとりを提
供する開発甜醐が求められる。
(2 )課題と展望
民間住宅やコンドミニアムの居住者の通勤突通手段を
見ると、乗用車利用率が 59.7%と高い (HDB住宅居住
者は 18.7%と低い)。逆に民間住宅とコンドミニアムの居
住者の公共交通機関利用率は 30.2%と低い (HDB住宅
居住者は 55.4%と高い)27)。自動車取得抑制政策(自動
車購入時の税金賦課制や自動車登録割当制)が実施され
ているが、自動車保有台数は増加傾向にある。
PUNGGOL21は、 4(3)で述べたように従凍のニュータ
ウンに比べて民間住宅の居住者割合が高いので、乗用車
利用車も高くなると予想される。ウォ ターアロント以
外の HDB住宅居住者の公共交通機関 (MRTとLRT)利
用は効率的であるロしかし、ウオークーフロントの民間
住宅やコンドミニアムの居住者の「公共突通機関利用推
進及び乗用車利用抑制」は疑問である。
都心地域のシンガポールリバー河口付近のボード・キ
ー及びクラーク・キ (キ とは埠頭の意味)では、 1990
年代前半の再開発で改修されたショップハウスや倉庫が
並ぶプロムナ ドは、戸外で食事ができる場所として人
気を集め、国民や観光客に刺激と娯楽を提供することに
成功した。 PUNGGOL21では、ウォーターフロントとい
う地域特性を活かして、 2箇所のシーサイドピレツジセ
ンター(以下、 svcという)は、居住者が食事や買物等
を楽しむ場所とされている。後者の場合、既存建物の修
復はないが、戸外の飲食施設とプロムナードの整備は、
前者と類似している。しかし、前者は都心地域のビジネ
ス街に隣接する立地条件から、ビジネスマン、若者及び
観光客を集めた。後者のsvcが成功するには、地区居住
者だけなく、マリンスポーツやConey.lsland.のリゾート
施設の利用者を地区外から誘致する必要がある。
PUNGGOL21の考察から、 21世紀型ニュ クウン開
発において即B は、賓の高い住宅の提供、突通~rJ便性
の向上、公闘争緑地の確保、娯楽施設の増設等を最も重
視している。実現に向けた障壁が見当たらないので、多
様佑した国民のニ ズに対応できると考えられる。
PUNGGOL21は海外移住志向性を持つ若年エリ ト
の核家族の定着在意図している却ので、計画当初から高
齢者に配慮していない。また、 20∞年の高齢化事(居住
人口に占める 65歳以上の居住者の割合)が7.3%と低い
却ので、まだ深刻化していない高齢化よりも、若年エリ
ートの海外移f住抑制の方が優先されている。
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今後、シンガポ ルにおいても高齢化が急速に進む
(2025年に高齢化事が 19.9%)副と予測され、 1990年
代になって従来のニュータウンの一部で既存の1室型住
宅をスタジオアパートとして高齢者向けに改良する事業
や子供世帯の近〈での生活の奨励等の政策が実施されて
いる。 21世紀型と称するニュークウンは、計画段崎から
居住環境のパリアフリーイじゃ高齢者対応型住宅の供給を
打ち出宇ことが、より良い総合的居住環境を提供し、真
の意味で ~21 世紀型ニュー者ウン』になると考える。
く補注〉
(1)文献2p.39 
(2) Master 'Plan 1998のゆ柱尾に 1998年 12月24日付けの
国家開発大臣田承認をもって 55地区の DGPの集合体
をMasterPlan 1998とすることが明記されているE
(3)文献6から筆者作成。
(4)文献6から筆者修正作成.
(5)文献3の図3、図 14.&ぴ図 16から筆者作成。
(6)文献3白16頁以下に計画内容が示されているが、ここ
では、その概要を示すにとどめる.
(7)文献 10から作成。ただし、Punggo121の区域面積957ha
のうち、埋立工事完了後も水面の 110haは除外。
(8) Pasir &s21は既存白 PasirRis Newtownに隣接。
く参考文献・参考資料〉
l):Öepartm~!1t of _sfatistics (2001) ， rSINGAPORE 2001 
~t~tist~.ca! HighlightJ 
2)'hrbs!l RedevelEpme_nt A1，!tÞ.or官~y.<U~A::: 目。，，!sing and D""a~-;ïop.~~-;;t-.B~;;~;r:::HDa;.Tí996r.: rpUNOOOL2I 
-A Waterfront Town Of The 21st Centu即 J
3)URA(1998)， r PUNGGOL PLANN(NG AREA 
27) Sip]'apo!，e :pep~~tment of Statis!ics (~_oq l)， rCensus 
ofPopulatiori 2000J Advance Data Release 0.56 
28) L】ndaLow(lB_9_8)， rTh~ ~oli~ical_ Eco~olI!:Y 0/ A Ciもy
St!lteJ . pp.193.......194 Oxford University Press 
i認5l盟dよ品7主』持損品弘鴇論(20凹o凹帆0
大明堂
